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研究成果の概要（和文）： 

熱ショックタンパク質72(HSP72)発現が亢進した骨髄細胞または筋衛星細胞等の生体内移植が、

損傷神経・筋の再生に及ぼす影響等を追求した。グリーンマウスから採取したこれらの細胞を、

塩酸ブピバカイン注入による片側後肢筋に損傷を有するマウスの腹腔または頸静脈内に移植し

た。これらの移植細胞は、反対側の正常筋には見られず、損傷のみに確認された。レシピエント

動物の拒絶反応により、顕著な再生促進を確認するまでには至らなかったが、筋切片の病理学的

チェックや遺伝子発現解析等の結果、細胞移植の有効性が示唆された。 
 

研究成果の概要（英文）： 

Effects of transplantation of bone marrow and/or muscle satellite cells with enhanced expression of heat 

shock protein 72 (HSP72) on the regeneration of muscle and nerve were studied. These cells sampled 

from green mice were transplanted i.p. or i.v. through the jugular vein to mouse with hindlimb muscle 

injury caused by intramuscular injection of bupivacaine. The transplanted cells were detected in the 

injured muscle, not in the contralateral intact muscle. Effects of such treatment for promotion of 

regeneration were not clear due to the rejection of transplanted cells by the recipient mouse. However, it 

was suggested that beneficial effects of cell transplantation according to the analyses of morphological 

properties of muscle cross-section and gene expression. 
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１．研究開始当初の背景 

 不慮の事故や疾病等による神経筋損傷の報

告は枚挙にいとまがない。これらの損傷は、

形態的のみならず、機能的な抑制も引き起こ

すので、日常の生活におけるquality of life

の低下を招く。それに起因した身体活動量の

減少は、メタボリックシンドロームの誘発因

子ともなり得るので、損傷筋および神経の再
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生処方の解明は必須である。 
 

２．研究の目的 

 熱ショックタンパク質72(HSP72)発現が亢

進した骨髄細胞または筋衛星細胞等の生体内

移植が、損傷神経・筋の再生に及ぼす影響等

を追求した。将来的には、神経・筋損傷を有

する患者本人から骨髄または筋衛星細胞を採

取し、細胞培養により数を増やすとともに、

活性化させた後で、患者本人に移植する治療

につなげようとするものである。 
 

３．研究の方法 

 グリーンマウスから採取した骨髄細胞また

は筋衛星細胞を、塩酸ブピバカイン注入によ

る片側後肢前脛筋に損傷を有するマウスの腹

腔または頸静脈内に移植した。反対側前脛筋

は正常コントロールとした。移植後5日目に両

側の筋を採取し、一部は液体窒素で冷却した

イソペンタン中で瞬間凍結下後、横断切片を

作成し、損傷度チェックを行った。残った筋

サンプルでは、網羅的遺伝子解析を行った。 
 
４．研究成果 

 移植骨髄細胞または筋衛星細胞は、反対側

の正常筋には動員されず、損傷のみに確認さ

れた。レシピエント動物の拒絶反応により、

顕著な再生促進を確認するまでには至らなか

ったが、筋切片の病理学的チェックや遺伝子

発現解析等の結果、細胞移植の有効性が示唆

された。 
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